
 

 

 

 

 

今年も 

スタンプラリーを始めます！ 
今年
ことし

も、富岡
とみおか

市立
しりつ

図書館
としょかん

と協 力
きょうりょく

して、

ブックスタンプラリーを実施
じっし

します。黒岩
くろいわ

小
しょう

の児童
じどう

に読
よ

んでほしい本
ほん

を学年
がくねん

ごとに

１２冊
さつ

選
えら

びました。市立図書館に学校
がっこう

の

図書室
としょしつ

にも、コーナーをつくって置
お

いてあ

ります。どちらで借
か

りてもいいのです。

全部
ぜんぶ

読破
どくは

すると、図書館から「読書
どくしょ

の達
たつ

人証
じんしょう

」をいただ

けます。 

 今年こそ全員
ぜんいん

が達人になれるよう、がんばってもらいた

いです！ 

★スタンプラリーの学年
がくねん

ごとのリストです。本は、図書館
としょかん

・

図書室
としょしつ

両方
りょうほう

に用意
ようい

してあります。 
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スタンプラリーの本の借り方 

1. スタンプカードをもって、図書館

または図書室に行く。 

2. リストの中からかりる本を選
えら

ぶ。 

3. 図書館（図書室）のカウンターで、

本と貸出
かしだし

カード、スタンプカード

を出す。 

4. スタンプをおしてもらう。 

5. ぜんぶおせたら、図書
としょ

館員
かんいん

または

塩原先生にカードを出す。 

 

1年 ２年 3年 4年 5年 6年

1 いっぱいなかよし アレクサンダとぜんまいねずみ いつもみていた 雨ふりマウス ありがとう、フォルカー先生 ウエズレーの国

2 かいじゅうたちのいるところ エディのやさいばたけ エルマーのぼうけん いのちのおはなし 木を植えた男
奇跡の一本松ー大津波をのり

こえて

3 くまのがっこう 王さまと九人のきょうだい かたあしだちょうのエルフ 大どろぼうホッツェンプロッツ 子ぎつねヘレンがのこしたもの きまぐれロボット

4 だいくとおにろく しげちゃん カッパのぬけがら こそあどの森シリーズ かあちゃん取扱説明書 霧の向こうのふしぎな町

5 てぶくろ だいじょうぶだいじょうぶ きつねのかみさま ぼくのじしんえにっき
子どもの伝記または学習まん

が人物館　手塚治虫
紅玉

6 どろんこハリー てとてとてとて つきよのくじら せかいのひとびと 新ちゃんがないた！
ココロ屋（星新一ショート・

ショート）

7 にゃーご にじいろのさかな としょかんライオン せかいでいちばん　つよい国 白い鳥（椋鳩十の本）
セロ弾きのゴーシュ（宮沢賢

治の本）

8 ハンタイおばけ はじめてのキャンプ 半日村
ちきゅうがウンチだらけにな

らないわけ
日本のむかしばなし 小さないのち

9 ハンダのびっくりプレゼント ひさの星 ひ・み・つ チョコレート戦争 百羽のツル バッテリー

10 ボタンちゃん ひみつのきもちぎんこう ふゆめがっしょうだん のはらうた
ホームランを打ったことのな

い君に

もしも日本人がみんな米つぶ

だったら

11 まゆとおに ペンギンたんけんたい 干したから・・ 手ぶくろを買いに 目の見えない犬ダン ルドルフとイッパイアッテナ

12 むしたちのうんどうかい めっきらもっきらどおんどん もしかしたら名探偵 ひらがなだいぼうけん やっかいなおくりもの わたしのひかり

学校のスタンプラリー

の本には、このような 

くろとんのシールが 

ついています。     

富岡市立黒岩小学校 

令和２年 



火曜日
か よ う び

の放課後
ほ う か ご

、貸
か

し出
だ

しを行
おこな

います！ 

本を借りる機会
きかい

を増
ふ

やすために、週
しゅう

に一度
いちど

ですが、放課後
ほ う か ご

、下校
げこう

時刻
じこく

まで図書室
としょしつ

を開
あ

けてお

いて、返却
へんきゃく

・貸
か

し出
だ

しを行
おこな

います。４年生
ねんせい

以上
いじょう

しか利用
りよう

できないけれど、ぜひたくさん借
か

り

ていってくださいね。 

 

リレー家読
うちどく

を始
はじ

めます  

昨年
さくねん

から始めた「親子
おやこ

リレー家読
うちどく

」を今年
ことし

も行
おこな

いたいと思
おも

います。 

「家読
うちどく

」は、家庭
かてい

読書
どくしょ

を略
りゃく

した呼
よ

び名
な

です。本
ほん

をきっかけに家族
かぞく

のコミュニケーションを深
ふか

める活動
かつどう

です。本
ほん

を通
とお

して、あたたかい時間
じかん

を家族
かぞく

で過
す

ごしてみてください。 

 

おうちの方へおねがい 

 ブックスタンプラリーは、児童が本に関心をもち、進んで本を開くようになってほし

いという願いから、市立図書館と連携して始めた活動です。黒岩小の図書室の蔵書から

選んでありますが、できたら図書館にも足を運ぶ機会をつくっていただきたいと思いま

す。コロナ対策の制約はあるものの、業務再開をしています。登録すると、公民館での

返却も可能です。親子で本を選んできて、自宅で一緒に本を開いてみてください。貴重

な、ふれあいの時間にもなります。 

おうちの方へ・・家読の仕方 

クラスみんなで、１冊の絵本を順番で読みます。本を持ち帰りましたら、チャンスです。

ぜひ、家読を楽しんでください。 

１ 持って帰って来た本を読んで、思ったことを話し合ってみてください。 

  ※読書の仕方は、自由です。交替で読んだり、読み聞かせをしたりなど、読書を自由に

楽しんでください。 

２ 簡単でいいので、ご感想をお願いします。読んだ本について思ったこと、家読をされて

思ったことなど、何でも結構です。一緒に持ち帰る用紙にご記入ください。 

３ 読み終わりましたら、絵本が入っていた図書バッグに入れて、学校に持たせてください。 

 ※本をお受け取りになりましたら、３・４日程度で学校に持たせてください。 

どうぞよろしくお願いいたします。 


